








































































　　AD＝ 8 ，BC＝10，CD＝19，AB＝20 … （＊）
（単位はいずれも cm）である ４ 本の棒（リンク）
を接続してできる機構である。
　この機構は，次の例 1 ，例 2 のように固定する棒
や動かす頂点によって動き方が変わる。
　例 １（てこクランク機構）．辺 AB を固定して点
D を動かすと，点 D は一回転させることができ，











































動く限界は， ３ 点 A，C，D が一直線上に並ぶとき
である。左側の限界は辺 CD 上に点 A が位置する
図 ３ ②の場合であり，右側の限界は辺 CD の延長線

































　ここで， ３ 辺の長さが a，b，c である三角形が
存在するための条件は
a ＜ b＋c，b ＜ c＋a，c ＜ a＋b
である。さらに，a，b，c の中で a が最大であれば，




　図 ３ ①の不等式において AD を移項すると②に
なり，④の不等式において AD を移項すると③に
なる。さらに，辺 AD は最短の辺で辺 AB は最長
の辺であるから，AD ＜ BC と CD ＜ AB により
④が得られる。したがって， ４ 本の長さがすべて決
まっていないと得られない不等式は






① AB＋AD ＜ BC+CD
③ CD ＜（AB－AD）+BC
② AB＜（CD－AD）+BC
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① AB＋AD ＜ BC+CD
③ CD ＜（AB－AD）+BC
② AB＜（CD－AD）+BC
④ AD+CD ＜ AB+BC
－49－
　第三次　　図形の発展学習　 ７ 時間（本時 ７ ／ ７ ）
本時の題目　　模型の動きを調べよう
本時の学習目標
　点 D が回転する理由や点 C が回転しないで搖動
する理由を，数学的な根拠に基づいて説明する。
本時の評価規準（観点／方法）







　　　　　　　第 ３ 限（10：４0 〜 11：３0）

























5 　課題 2 について班ごとに発表する。
６ 　全体で発表内容を確認する。














課題 1 　右の図のように ４ 本の棒がつながれた
模型で，頂点をそれぞれ A，B，C，D としま
す。 1 つの辺を固定し， 1 つの頂点を動かした
とき，ほかの頂点はどのように動くでしょうか。









































































































































































　本研究は JSPS 科研費 1６H001６8の助成を受けた
ものである。
